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本
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一
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一
四
三
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一
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(

配

送

料

別)

し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新

た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
も
の
に

限
る
。）の
発
生
又
は
ま
ん
延
の
影
響
に
よ
り
第
十

条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
医
師
の
診
断
書
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
診
断
書
」
と
い
う
。）を
提

出
で
き
な
い
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
診
断
書
を
添
付
す
る
こ
と
な
く
、
追
加
給
付

金
の
支
給
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
請
求
者
は
、
診
断
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
後
、

直
ち
に
、
診
断
書
を
支
払
基
金
に
提
出
す
る
も
の

と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
七
年
厚
生
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
健
康
状
況
の
届
出
に
関
す
る
特
例
）

第
五
条
の
二

医
療
特
別
手
当
受
給
権
者
で
あ
っ
て

令
和
二
年
五
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
期

限
が
到
来
す
る
も
の
が
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
行
う
場
合
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中「
属
す
る
年
」と
あ
る
の
は
、「
属

す
る
年
の
翌
年
」
と
す
る
。

（
新
設
）

２

第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行

う
者
で
あ
っ
て
令
和
二
年
三
月
一
日
か
ら
令
和
三

年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
に
同
項
の
規
定
に
よ

る
提
出
期
限
が
到
来
す
る
も
の
が
同
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
を
行
う
場
合
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
一
年
」
と
あ
る
の

は
、「
二
年
」
と
す
る
。

（
現
況
の
届
出
等
に
関
す
る
特
例
）

第
五
条
の
三

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
認
定
を
受

け
た
者
（
同
条
第
三
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
に

限
る
。）に
対
す
る
第
六
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
中「
属
す
る
年
」

と
あ
る
の
は
、「
属
す
る
年
又
は
令
和
二
年
」
と
す

る
。

（
新
設
）

令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
者
の
う
ち
、
都
道
府
県
知
事
（
広
島
市
又
は
長
崎

市
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
の
長
）
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七

号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後

の
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
附
則
第
五
条
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
号

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
五
月
二
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信
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